
締 め く く り  
校長 佐藤 真二 

今年は例年より暖かな秋でしたが、師走を迎え色づいていた校庭

の木々や街路樹も葉を落とし、本格的な冬の到来を迎えています。 

１２月は、学校では学期の区切りであると同時に、暦の上では１

年の締めくくりの時でもあります。２学期はどんな学期であったか、

また、この１年がどんな年であったのか、「楽しく過ごすことができ

たか」「目標に向かって頑張ることができたか」など自分の成長を確

かめ、新しい年への課題を明確にするためにも、この２学期をしっ

かり振り返ってほしいと思います。また、１年間を通して話してい

る「仲間には自分がされてうれしいことをしてあげる 自分がされ

て嫌なことはしない」、そして、２学期の始業式でお話しした「学級・

部活の仲間との絆を深める」ことができたかを、個人として、学級・

部活としてどうだったか、考えてほしいと思います。 

さて、「１２月１２日」は『いい字一字』の語呂合わせから「漢字の日」とされています。毎年

その年の社会の様子を表す字を募集し、一文字を「今年の漢字」として、３年生が修学旅行で行っ

た京都の清水寺で、貫主が巨大な和紙に筆で書き発表します。１年の出来事を清め、新年が明るい

年になることを願い１９９５年から毎年開催され、今や年末の風物詩となっています。 

今の中学生が生まれた頃の漢字は、平成２０年（2008）は「変」、この年は日米の政界の変化や

世界規模の気候異変など様々な変化があった年でした。平成２１年（2009）は「新」、この年は政

権が交代し新内閣が発足、アメリカでも新大統領が就任、イチローやボルト選手の新記録も誕生し

た年でした。平成２２年（2010）は「暑」、猛暑日の連続により熱中症にかかる人が続出し地球温

暖化の警鐘を感じた年でした。そして、平成２３年（2011）は「絆」、この年は東日本大震災や台

風による大雨被害などが発生し、改めて家族や友達、地域の人々との絆の大切さを知る年となりま

した。今とは状況も違うでしょうが、生徒たちが生まれた年はどんな年だったか、それから現在に

至るまで、どのように成長してきたか、ご家庭で話し合ってみてはいかがでしょうか。 

ちなみに令和４年（2022）の漢字は「戦」、ロシアのウクライナ侵攻や北朝鮮によるミサイル発

射など多くの人が戦への恐怖や不安を感じる年でした。今年１年を振り返ってみて、「今年の漢字」

は何だと予想するか、また、生徒一人ひとりが今年１年を漢字一文字で表すと何になるかを、１年

の締めくくり、２学期の締めくくりとして、学校でも考える場を持ちたいと思っています。 

２学期も残りわずかとなりましたが、学習面・生活面ともに

２学期のまとめに取り組んでまいります。特に３年生はこれか

ら進路先を決定していく時期となりますので一日一日を大切

に過ごしてほしいと思います。保護者の皆様には２学期の学

校・学年行事、学級や部活等へのご理解、ご協力、ありがとう

ございました。今後ともよろしくお願いいたします。学校の様

子や生徒達の活躍する姿は、本校ＨＰ『大和中ダイアリー』に

て随時更新しておりますのでご覧いただけると幸いです。 
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【学校教育目標】 

意志と努力で輝く大和中生 
元気なあいさつ きれいな学校(凡事徹底) 

見通しある学習 打ち込む活動(自主自立) 

みんなで協力 思いやる心(和顔愛語)

□「１２月号」 
～令和５年１２月１日発行～ 

【３年修学旅行より 清水寺】 


